



























































































































































































図1　젠코지 사(寺) 図2　젠코지 절　← 図1・図2 : 表記上の不一致







































































































































































講師 ： 上 治  信 悟  氏（朝日新聞社ジャーナリスト学校ディレクター）
　2019 年、言語研究センターでは「言語と人権」
に着目し、「著作権」をテーマとした講演会を企
画しました。「著作権」は、アカデミックな領域で、
大学教育の中で、授業で配布する教材や試験を作
成する際に、私的生活時間の中でホームページな
どを閲覧し引用する時に、あるいは文献や記事や
作品を引用される場合に、だれもが否応なく関わ
らざるをえない身近な権利です。著作権遵守の重
要性は、研究者として、教員として、常日頃から
十分に意識し、日々学生にも伝えていることでは
ありますが、いざ個別ケースについて詳細に検討
しようとすると、どの点が問題になるのか、どの
ような法的根拠があるのか、どこまで厳しく権利
を主張することができるのか、あるいはどのよう
な行為が著作権侵害にあたるのか、など、著作権
について十分な知識を身につけているのかどう
か、ふと不安になってしまうことがだれにでもあ
るのではないでしょうか。
　そこで、言語研究センターでは、朝日新聞社
ジャーナリスト学校ディレクター上治信悟氏をお
招きし、「知っておきたい著作権の基礎知識－社
会人として、教員としてー」というテーマでご講
演いただきました。
　上治氏は、朝日新聞社において著作権に関する
部門で活躍されたご経験から、著作権の様々な局
面について、専門的に法的根拠を示しつつ非常に
わかりやすくご講演くださいました。まず「著作
物」「著作者」の定義など基本概念について、次
に「著作権侵害」「同一性保持権侵害」に該当す
るケース、しないケースの識別をご説明くださり、
さらに「私的複製」「引用」における著作権の考
え方、「教育機関における複製等」「試験問題とし
ての複製等」など、実際の研究や教育、あるいは
日常生活の身近場面で問題となる可能性がある
ケースの検討に至るまで、実に様々な問題を順序
だてて分かりやすく、しかも法的根拠を随時示し
つつお話しくださいました。非常に複雑で多岐に
わたる内容でしたが、テーマごとにクイズを用い
て参加者が楽しく取り組めるように進めてくだ
さったため、だれもが自分自身の身近な問題とし
て著作権に関する知識を深めることができまし
た。
　著作物は著作者（創造する人）のものであり、
それを第三者が無断で使うことは一種の侵害行為
にあたる。一方、著作者は自分の創りだした著作
物が広く流通し多くの人に知ってもらいたいとも
望んでいる。このごく当たり前のふたつの事柄が
時として折り合いがつかずに困難が生じる。そし
て非常にデリケートで複雑な問題となる。参加者
は著作権の必要性について理解し、著作権に関す
る知識を持つことの重要性に関する認識を新たに
することができました。参加学生から、学校教育
による教材の複製に関する具体的な質問があるな
ど、ひとりひとりが深く著作権について考える有
意義な時間を持つことができました。
 （富谷　玲子　文責）
（ 10 ）
【　新人所員紹介　】
英語英文学科　助教
栗田　梨津子
　専門は文化人類学ですが、 これまで言語と文
化、アイデンティティとの関わりに関心をもって
きました。大学院時代には、オーストラリアの都
市に居住する先住民のアイデンティティの諸相に
関する研究を行う中で、消滅した先住民言語の復
興が人々のアイデンティティに与える影響につい
て考察しました。そこで、白人の言語学者が中心
となって再構築された先住民言語は、一部の先住
民にとってアボリジニとしての精神的拠り所とな
る一方で、普段アボリジニ諸語と英語の混成語で
ある「アボリジニ英語」を用いて生活している大
半の人々にとっては外国語に等しく、必ずしもア
イデンティティの拠り所とはなり得ていなかった
ことがわかりました。
　現在は、多文化社会オーストラリアにおけるシ
ティズンシップ（市民意識）と英語の関係に興味
をもっています。近年のオーストラリアでは、文
化的多様性よりも英国的価値観に基づくシティズ
ンシップが強調され、市民であることの基準とし
て英語力が以前にも増して重視されるようになり
ました。そして、新たに市民権を申請する移民や
難民に対し、大学レベルの英語力を求めようとし
ています。このような状況において、 エスニック・
マイノリティの人々が高度な英語を身につけるこ
とが、実際に同国の一員として受け入れられ、オー
ストラリア市民としての帰属意識をもつことにつ
ながるのかといった研究を進めていきたいと考え
ています。
中国語学科　助教
秋山　珠子
　専門は現代中国の視覚芸術です。 近年はとく
に、国の検閲を通さずに個人ベースで製作され、
その自由で多彩な表現で世界的に注目されるイン
ディペンデント・ドキュメンタリー映画について
の研究と字幕翻訳を手がけています。
　高校までは理系、大学学部では日本文学科に進
み、大学院時代は中国現代思想を研究するという、
興味対象が拡散しがちな私にとって、多様な切り
口と芸術的手法を持つドキュメンタリーは、尽き
せぬ魅力を提供する研究対象です。埋もれた歴史
への想像を誘う叙事詩のような作品（王兵『鳳
鳴』）、環境汚染の実態を丹念な取材と巧みな画面
構成で捉える作品（王久良『ゴミの城壁』）、自然
とともに生きる少数民族の親子を一幅の山水画の
ような詩情で描く作品（和淵『アプダ』）…。国
際映画祭での受賞が相次ぐこれらの作品群が、イ
リベラルな社会において生産され続けるダイナミ
クスを解明することと、字幕翻訳の実践を通して、
時間芸術である映画を翻訳することの制約と可能
性について考察することが、現在の研究の２本の
柱となっています。
　着任後、海外から監督・研究者を招いた講演会
を企画し、学内の多様な分野の専門家にご参加い
ただきました。いよいよ興味対象が拡散しそうで
すが、異なる視点から研究対象を捉える契機をい
ただけることを今後も楽しみにしています。
